
 

 

 

                

                            

 

 

 

 

           

   

  

 ＊人間の行動特性のうち「錯覚」「不注意」「教育不足」 

  不安全行動の「近道行為」「省略行為」について 

  ヒューマンエラーの対策とは ・・・・・ 

 ① 指差呼称により、作業者が作業ごとに注意喚起をする。 

 ② 安全衛生教育により、作業者が危険箇所を知る。 

 ③ 不注意は、適度な緊張を適所に設ける必要がある。 

   工事現場は危険のなかに「不注意」が常に潜んでる。 

 

  

 

  

不安全行動対策とは ・・・・・ 

高所で足場作業を等に「今まで大丈夫だから安全帯は 

面倒なので使用しない」 

丸のこで木材を切断するときに「安全カバーは邪魔だ 

から紐で縛ろう」 

＊危険とわかっていながら手間や時間を省いてしまう。 
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ヒューマンエラーと不安全行動 


